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From Editors

編 集 後 記

　今月号はベンチャー支援を特集しました。

　「ベンチャー支援」を実践することは非常に困難であると思

います。がしかし，低迷する日本産業界を元気付けるためには，

我々弁理士による「ベンチャー支援」が不可欠なのではないで

しょうか？ 今月号が，今後のベンチャー支援の何らかのお役

に立てば幸いです。 （のり）

　ベンチャー支援の特集で，インタビューをさせていただきまし

たが，現実の大学発ベンチャーの厳しさが，実感できた取材とな

りました。記事で読者の皆様に伝わればと思います。 （M．N）

　今回，取材のために山口大学に行ってきました。取材でうか

がったお話から，今，大学には，研究や学生の教育だけでなく

地域の役に立つことも求められているということがよくわかり

ました。

　しかし，大学が，最高学府というだけではすまなくなってい

るということには，少なからず驚きました。また，今回の取材で，

産学連携を現実のものにするのがいかに大変か，その一端をう

かがうことが出来ました。

　今回，パテントの取材を快く受けてくださった古川先生に感

謝いたします。 （R．K）

　初めて編集に携わった12月号がやっと完成しました。今回の

特集である「ベンチャー支援」は，パテント編集委員会の初会

合の時に私が思いつきで提案したものでしたが，実際に『パテ

ント』誌として1冊の雑誌に纏め上げる課程では，多くの方々の

ご協力を頂きました。この場をお借りして，御礼申し上げます。

　私としては，ふるさと山口の情報を全国に向けて発信できた

ことに満足しております。次回も良い記事が掲載できるよう，

努力したいと考えております。 （うみ）

次 号 予 告【2005年 1月号】

特集≪大学と弁理士の関わり≫

大学における弁理士の関わりについて，知財教育及び技術移転等の観点から考察します。


